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路傍の花　「テイカカズラ」
（川西地区　川内川河川敷）

　９月２日（土）に，第２３回名水丸池感謝の夕

べが開催されました。

　当日は，湧水町産の竹灯籠が丸池の水面やせせ

らぎの道などに設置され，丸池一帯が竹灯籠の優

しい灯に包みこまれました。

（※詳細はP２，3に掲載しています。）

『  湧水丸池感謝の夕べ 』
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第２３回名水丸池感謝の夕べ
日
本
名
水
百
選
の
「
丸
池
」
の
恵
み
に
感
謝
す
る

イ
ベ
ン
ト
「
名
水
丸
池
感
謝
の
夕
べ
」
が
９
月
２
日

（
土
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、「
丸
池
の
水
面
」
や
「
せ
せ
ら
ぎ
の
道
散

策
道
」、「
竹
林
」
な
ど
に
設
置
し
た
約
１
５
０
０
個

を
超
え
る
湧
水
町
産
の
竹
灯
籠
と
と
も
に
、
竹
林
の

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も
行
わ
れ
、
丸
池
周
辺
一
帯
が
竹
灯

籠
の
優
し
い
灯
の
世
界
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
下
川
西
地
区
公
民
館
の
方
々
が
制
作
し

た
竹
灯
籠
や
平
成
27
年
か
ら
霧
島
ア
ー
ト
の
森
と
連

携
し
設
置
し
て
い
る
和
紙
の
白
さ
を
活
か
し
た
ね
ぶ

た
オ
ブ
ジ
ェ
も
会
場
を
彩
り
、
特
色
を
活
か
し
た
イ

ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

会
場
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
約
２
５
０
０
人
の

人
出
で
賑
わ
い
、
湧
水
町
で
し
か
体
感
で
き
な
い
ひ

と
時
を
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

幻想的な雰囲気を満喫する来場者

マンドリン演奏（吉松中学校マンドリン部）みやまコンセール　おとどけコンサート

ライトアップされた“せせらぎの道”

ｃＬＯＶＥｒライブ
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人と自然が織りなす
芸術のまちの実践

湧水・霧島アートな旅との連携による「オブジェ」

竹灯籠の灯りが創り出す幻想的な世界

今
回
は
、
湧
水
・
霧
島
ア
ー
ト
な
旅
推
進
協

議
会
が
、
８
月
28
日
（
月
）
か
ら
31
日
（
木
）

に
か
け
て
、
栗
野
岳
ロ
グ
・
キ
ャ
ン
プ
村
に
お

い
て
京
都
造
形
芸
術
大
学
の
学
生
を
招
き
制
作

し
た
作
品
の
展
示
も
行
わ
れ
、
手
に
触
れ
ら
れ

る
芸
術
作
品
と
し
て
、
子
供
た
ち
の
注
目
の
的

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

池に浮かぶ龍のねぶたオブジェと竹灯籠

京都造形芸術大学生の制作した作品
（湧水・霧島アートな旅推進協議会） 下川西地区公民館の方々が制作した竹灯籠

竹林のライトアップ水面に映る灯りと竹灯籠
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平
成
28
年
4
月
に
改
正
施
行
さ
れ
た
新
農
業
委
員
会
法
の
規
定
が
今
回
の
委
員
改
選

か
ら
適
用
さ
れ
、
新
た
に
農
業
委
員
会
委
員
及
び
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
決
定

し
ま
し
た
。

農
業
委
員
会
委
員
15
名
に
つ
い
て
は
議
会
の
同
意
を
得
て
、
7
月
20
日
付
け
で
町
長

よ
り
辞
令
交
付
が
あ
り
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
14
名
に
つ
い
て
は
8
月
1
日
付

け
で
農
業
委
員
会
会
長
よ
り
委
嘱
状
の
交
付
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
、
農
地
利
用
の
最

適
化
（
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
・
集
約
化
等
）
に
向
け
て
両
委
員
連
携
し
て
活

動
い
た
し
ま
す
の
で
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
両
委
員
の
任
期
は
平
成
32
年
7
月
19
日
ま
で
の
3
年
間
と
な
り
ま
す
。

農
地
利
用
最
適
化
業
務

　

●
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
・

　
　

集
約
化

　

●
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消

　

●
農
業
へ
の
新
規
参
入
の
促
進

農
地
法
等
の
法
令
業
務

　

●
農
地
法
第
３
条
申
請

　
　
（
農
地
の
所
有
権
移
転
又
は
貸
借
）

　

●
農
地
法
第
４
条
申
請

　
　
（
自
己
所
有
地
を
転
用
す
る
場
合
）

　

●
農
地
法
第
５
条
申
請

　
　
（
農
地
を
取
得
ま
た
は
貸
借
し
て

　
　

転
用
す
る
場
合
）

　

●
農
業
者
年
金
に
関
す
る
こ
と

　

●
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に
よ
る

　
　

所
有
権
移
転
・
利
用
権
設
定
な
ど

（
敬
称
略
）

重村　耕一郎
担当地区：幸田

会　長

福島　昌信
担当地区：北方

会長代理

栫　重明
担当地区：米永

神田　好和
担当地区：老竹

永野　マリ子
担当地区：下川西

二渡　彰吾
担当地区：轟

綾織　まち子
担当地区：長谷

久美田　親見
担当地区：上場

前田　格男
担当地区：鶴丸

桑原　佐年
担当地区：川添

神掛　ちず子
担当地区：西下場・東中下場

石神　慶正
担当地区：上川西・停車場

中尾　隆
担当地区：般若寺

米満　幸美
担当地区：中津川

田島　孝二
担当地区：上川西・停車場

農
業
委
員
会
の
業
務

農
業
委
員
会
委
員
（
15
名
）

農
業
委
員
会
委
員
及
び

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
決
定
し
ま
し
た
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宮園　俊彦
担当地区：北方

西　博信
担当地区：轟

佐牟田　利一
担当地区：幸田

井手上　章
担当地区：米永

岩﨑　則夫
担当地区：上場

谷園　三郎
担当地区：老竹

渕上　幸男
担当地区：長谷

綾織　愼夫
担当地区：西下場・東中下場

前田　安秀
担当地区：鶴丸

鈴木　紀代春
担当地区：上川西・停車場

小野　惟士
担当地区：中津川

金田　新一
担当地区：般若寺

森山　利秋
担当地区：川添

福永　賢治
担当地区：下川西

【問合せ先】栗野庁舎　農業委員会事務局　℡７４－３１１１　（内線２１８１）

　
農
地
を
山
林
や
宅
地
な
ど
に
し
た
い
場
合
は
、
農
業

委
員
会
や
県
知
事
の
許
可
が
必
要
で
す
。
法
律
上
の
制

限
や
複
雑
な
諸
手
続
き
が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
事
前
に
事
務
局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
そ
れ
以
外
の
相
談
に
つ
い
て
も
事
務
局
に
ご

連
絡
い
た
だ
く
と
、
各
地
域
の
農
業
委
員
・
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
に
連
絡
し
、
そ
の
相
談
に
対
応
い
た

し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
・
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

農
地
の
こ
と
は
、
事
前
に
相
談
を
！

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員（
14
名
）

各
地
区
（
人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
よ
り

本
町
を
14
地
区
に
区
分
）
に
お
い
て
、

両
委
員
が
1
名
ず
つ
担
当
い
た
し
ま
す
。

現
在
農
地
の
利
用
状
況
調
査
を
行
っ

て
お
り
、
10
月
以
降
に
そ
の
結
果
を
整

理
し
平
成
30
年
１
月
に
は
所
有
者
等
へ

の
農
地
利
用
の
意
向
調
査
を
行
う
計
画

と
な
っ
て
い
ま
す
。
5
年
後
10
年
後
の

農
地
利
用
を
見
据
え
、
積
極
的
に
地
域

に
密
着
し
た
活
動
を
行
い
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
後
の
両
委
員
の
取
り
組
み

（
敬
称
略
）
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本
町
の
青
少
年
育
成
町
民
会
議
並

び
に
教
育
委
員
会
で
は
、﹁
恵
み
の

島　

長
島
﹂
で
野
営
と
自
炊
を
し
な

が
ら
集
団
生
活
を
し
、
自
然
体
験
を

行
う
﹁
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
湧
水
っ
子

in
長
島
﹂
を
実
施
し
ま
し
た
。
事
前

の
研
修
で
は
、
テ
ン
ト
設
営
や
炊
飯

な
ど
を
学
び
、
本
研
修
に
臨
み
ま
し

た
。本

研
修
は
、
８
月
２
日
（
水
）
か

ら
４
日
（
金
）
ま
で
の
２
泊
３
日
の

日
程
で
行
わ
れ
、
町
内
の
小
学
生
16

名
と
指
導
者
８
名
の
計
24
名
の
参
加

者
は
、
海
水
浴
、
カ
ヌ
ー
体
験
、
釣

り
体
験
ク
ル
ー
ズ
や
化
石
発
掘
体
験

な
ど
を
中
心
に
長
島
の
自
然
を
み
ん

な
で
満
喫
し
ま
し
た
。

当
初
天
候
に
恵
ま
れ
、
予
定
通
り

の
行
程
で
進
ん
で
い
ま
し
た
が
、
台

風
５
号
が
接
近
し
九
州
上
陸
が
懸
念

さ
れ
た
こ
と
か
ら
当
初
の
計
画
を
変

更
し
、
１
日
早
い
帰
宅
と
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
、
主
要
な
体
験
活
動

は
、
ほ
ぼ
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
、

事
故
や
怪
我
等
も
な
く
子
供
た
ち
は

最
後
ま
で
元
気
に
頑
張
り
抜
き
ま
し

た
。日

頃
体
験
で
き
な
い
異
年
齢
集
団

で
の
生
活
と
体
験
は
子
供
た
ち
の
貴

重
な
思
い
出
と
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。９

月
に
は
事
後
研
修
も
予
定
さ
れ

て
お
り
、﹁
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
湧
水
っ

子
﹂
の
成
果
や
取
組
み
に
つ
い
て
み

ん
な
で
研
修
す
る
計
画
で
す
。
今
後

の
子
供
た
ち
の
充
実
し
た
生
活
と
活

躍
を
期
待
し
ま
す
。

チャレンジャー湧水っ子 ｉｎ 長島

①海でのカヌー体験

②獅子島にて化石発掘

③魚釣り体験クルーズ

④食事の準備風景

②

①

③ ④

海水浴（小浜海水浴場）
→キャンプ（青少年旅行村）

カヌー体験（B＆G海洋センター）
→釣り体験クルーズ（獅子島周辺）

化石発掘体験（獅子島化石パーク）
→登山（獅子島七郎山）
→フェリー（本島へ移動）

１日目

＊スケジュール＊

２日目

３日目
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夏の屋台村

夏
の
風
物
詩
で
あ
る
駅
前
屋
台
村
が
、
吉
松
地

域
（
写
真
左
）
は
Ｓ
Ｌ
会
館
前
、
栗
野
地
域
（
写

真
右
）
は
栗
野
駅
前
で
、町
内
外
の
出
店
者
の
方
々

が
一
堂
に
集
ま
り
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
訪
れ
た

方
々
は
、
屋
台
村
の
雰
囲
気
や
魅
力
を
感
じ
な
が

ら
、
思
い
思
い
に
好
き
な
料
理
を
堪
能
し
て
い
ま

し
た
。
今
年
は
、
鹿
児
島
県
内
で
活
躍
を
さ
れ
て

い
る
お
笑
い
芸
人
の
マ
イ
ク
さ
ん
が
司
会
を
さ

れ
、
ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
上
で
は
音
楽
や
ダ
ン
ス
、

お
笑
い
ス
テ
ー
ジ
が
行
わ
れ
、
大
盛
況
で
終
わ
り

ま
し
た
。

デフリンピックバレーボール競技結果報告 四部落太鼓踊り

ト
ル
コ
共
和
国
、
サ
ム
ス
ン
都
市
で
開
催

さ
れ
た
第
23
回
夏
季
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
大
会
に
、
轟
地
区
出
身
の

田
底
佳
樹
さ
ん
が
出
場
さ
れ
ま
し
た
。
大
会

を
終
え
ら
れ
帰
国
さ
れ
た
田
底
さ
ん
に
大

会
の
感
想
を
伺
う
と
、

﹃
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
で
は
、
目
標
で

あ
っ
た
メ
ダ
ル
の
獲
得
は
で
き
ず
、
7
位

入
賞
と
い
う
結
果
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
世
界
の
強
豪
チ
ー
ム
と
の
対
戦
等
、

す
べ
て
が
今
後
の
活
動
に
役
立
つ
大
き
な

経
験
と
な
り
ま
し
た
。

日
本
代
表
と
し
て
再
度
世
界
大
会
に
出

場
し
、
必
ず
メ
ダ
ル
獲
得
が
で
き
る
よ
う
頑

張
っ
て
行
き
た
い
で
す
。﹄
と
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

今
後
も
、
各
方
面
に
お
い
て
ご
活
躍
さ
れ

る
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

町
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
四
部
落
太

鼓
踊
り
が
吉
松
地
域
の
南
方
神
社
で
奉
納

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
踊
り
は
、
雨
乞
い
や
家
内
安
全
の
祈

り
を
伝
え
る
た
め
に
龍
神
が
昇
っ
て
い
く

姿
を
表
現
し
た
踊
り
で
、
島
津
義
弘
公
の
時

代
に
起
源
を
持
つ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

年
に
一
度
の
奉
納
を
見
よ
う
と
訪
れ
た

人
々
は
、
太
鼓
と
鐘
の
音
を
肌
で
感
じ
な
が

ら
そ
の
躍
動
感
溢
れ
る
勇
壮
な
舞
い
に
見

惚
れ
、
45
分
の
間
連
続
で
踊
り
き
っ
た
踊
り

手
達
に
大
き
な
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

8
29 九州北清（株）様から

寄附金をいただきました。

宮
崎
県
小
林
市
に
本
社
を
置
く
九
州
北
清（
株
）

代
表
取
締
役
社
長
久
永
彰
博
氏
が
湧
水
町
役
場
栗

野
庁
舎
を
来
庁
さ
れ
、
町
の
子
育
て
支
援
事
業
の

た
め
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と

で
、
町
へ
寄
附
を
さ
れ
ま
し
た
。

ご
意
向
に
沿
っ
て
、
大
切
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

8
27 カヌー川下り体験

町
内
の
小
学
４
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
を
対
象
に

川
内
川
で
カ
ヌ
ー
川
下
り
体
験
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
６
名
の
児
童
が
参
加
し
、
伊
佐
農
林
高

校
教
諭
で
カ
ヌ
ー
部
顧
問
の
重
田
隆
治
先
生
を
講
師

に
招
き
、
町
Ｂ
＆
Ｇ
指
導
者
会
及
び
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
の
協
力
の
も
と
、
パ
ド
ル
の
使
い
方
や
カ
ヌ
ー

の
乗
り
方
、
身
の
安
全
を
守
る
た
め
の
講
習
等
を
受

け
た
後
、
川
内
川
へ
出
艇
し
ま
し
た
。

最
初
は
、
う
ま
く
真
っ
す
ぐ
進
め
ず
、
く
る
く
る

回
る
児
童
も
い
ま
し
た
が
、
見
る
見
る
上
達
し
、
爽

や
か
な
風
を
受
け
て
水
上
散
歩
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

8
24・25

8
27
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開 催 日　毎週日曜日　
開催時間　午前９時～午後１時　
開催場所　いきいきセンターテニスコート
問合せ先　栗野中央公民館　
　　　　　℡ ７４ ︲ ４３１３

中央公民館作品展示の案内

栗 野 トールペイント教室・湧水写真クラブ 9月12日～10月10日

吉 松 ＪＡあいら絵手紙展 9月12日～10月10日

湧水硬式テニスクラブ

　
短
　
　
歌

城
山
の
裾
と
ど
ろ
か
せ
湧
く
水
の
流
れ
は
速
し
夏
休
み
の
朝　
　
　
　
　
　
　
　
　

冨
山　
　

泰

真
夜
三
時
ナ
ツ
メ
ロ
流
れ
思
い
出
す
青
い
山
脈
き
い
て
い
る
や
友　
　
　
　
　
　
　

中
村　

綾
子

風
わ
た
る
田
の
面
に
雲
の
流
れ
行
く
名
ス
ケ
ー
タ
ー
の
あ
め
ん
ぼ
の
せ
て　
　
　
　

坂
元　

美
子

旗
を
振
る
工
事
現
場
の
停
止
線
向
い
合
う
車
数
珠
な
り
流
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
西　

麗
子

さ
さ
く
れ
た
葉は

ず擦
れ
の
や
ふ
な
鳴
き
方
は
思
い
だ
に
せ
ぬ
百も

ず舌
の
声
と
ふ　
　
　
　

榎
木
志
津
代

寝
た
き
り
の
動
か
ぬ
夫
を
支
え
つ
つ
過
ぎ
行
く
日
々
の
老
老
介
護　
　
　
　
　
　
　

城　

千
鶴
子

死
ん
だ
後
と
私
し
は
向な

に
な
り
た
い
か
人
に
す
か
れ
る
花
に
向な

り
た
い　
　
　
　
　

久
保　

隆
雄

火
蟻
と
は
如
何
な
る
蟻
と
見
る
庭
に
蟻
の
行
列
あ
し
た
は
雨
か　
　
　
　
　
　
　
　

抜
水
ふ
く
代

青
田
の
道
草
笛
な
つ
か
し
一
節
は
荒
城
の
月
亡つ

ま夫
が
吹
き
い
し　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中
セ
ツ
子

亡お
っ
と夫
よ
り
十
六
年
も
長
く
生
き
吾
に
抱
か
れ
て
飼
い
犬
の
死
す　
　
　
　
　
　
　
　

福
田
三
四
五

し
ぶ
き
上
げ
車
の
走
る
を
聞
く
深
夜
ひ
め
ご
と
あ
り
て
急
げ
る
人
か　
　
　
　
　
　

原
口　

信
子

母
逝
き
て
二
十
数
年
の
日
記
見
て
母
の
胸
中
身
に
し
み
て
来
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　

内
村
美
代
子

回
さ
れ
て
ま
わ
さ
れ
踊
り
し
ル
ビ
ー
婚
亡
夫
と
の
ジ
ル
バ　

踊
り
て
み
た
し　
　
　

﨑
田　

ユ
ミ

　
川
　
　
柳

政
局
が
ど
う
あ
れ
農
家
安
い
米　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
田
シ
ゲ
子

一
歩
ず
つ
八
十
八
年
そ
れ
な
り
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
園
ら
ん
子

う
っ
か
り
と
本
音
を
吐
け
ば
波
が
立
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
元　

芳
子

甲
子
園
に
投
手
燃
や
し
て
夏
お
わ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
元　

節
子

　
俳
　
　
句

人
類
忌
き
づ
き
つ
つ
生
く
時
は
夏　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
屋　

雪
白

夕
焼
や
祖
父
は
浄
土
を
疑
は
ず　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

綾
織　

統
一

噴
煙
と
夏
の
湾
七
ツ
星
傾か

し

ぐ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
園
ら
ん
子

　
薩
摩
狂
句 

（
唱
）
福
田
三
四
五  

明あ
し
た日
客き
ゃ
っ
　

隅す
ん

く
じ
ら
ず
い
拭ぬ
ぐ
や
っ
め

掃
除　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

田
島
総が
ん
ぶ
い

入
歯

　
（
唱
）
後の

ち
ゃ
て
ん
く
り
っ
滑す
べ

い
転と

け倒
か
た

毎め
と
し
せ

年
咲
っ
大て
ね
ん事
し
よ
っ
た
主ぬ

し
ょ
ば
待
っ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

  

ち
ょ
っ
し
も
た

　
（
唱
）
じ
ゃ
っ
！
菅み

ち

ざ

ね

原
道
真
ん
逆
ぎ
ゃ
っ
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
！！

熱ね
っ
ち
ゅ
う
し
ょ

中
症　

漬
け
物も
ん

の
噛
め
水み

じ
ょ
飲
め
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

店
ん
幸さ
っ

ち
ゃ
ん

　
（
唱
）
こ
い
も
水み

っ分
じ
ゃ
ち
余じ
ん
じ計
注ち

だ
焼し
ょ
ち
ゅ酎

・
こ
の
﹁
ゆ
う
す
い
文
芸
﹂
コ
ー
ナ
ー
に
句
を
掲
載
し
た
い
方
は
、
毎
月
15
日
ま

で
に
栗
野
中
央
公
民
館
ま
で
お
届
け
く
だ
さ
い
。

・
読
み
づ
ら
い
熟
語
等
に
は
読
み
仮
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

活動内容
①いきいきセンターのテニスコートで活動しています。
②まず基本練習　ストローク・ボレー・サーブを一通り約 30分　
　間練習します。
③基本練習終了後，ダブルスのゲームを行います。
④年に 2～ 3回，テニス後に親睦懇親会を開催します。
⑤クラブ員以外の方も練習，ゲームに参加できます。いつでも声
　を掛けてください。



9 　広報 ゆうすい  Vol. 150　2017.9　

ニューヨークから「こんにちは」
はじめまして。アメリカのニューヨーク州から参りました国際交
流員のソフィア・ラーダーです。
日本にはこれまで二度住んだことがありますが，留学生としてで
した。高校二年生の時は６ヵ月ぐらい神奈川県の相模原市でホスト
ファミリーと一緒に暮らしました。そして大学の時は一年間，東京
の上智大学で勉強しました。
鹿児島県も九州も初めてなので，ここにいるうちに多彩なことを体験したいです。中学生の時からずっと
日本語を勉強していますが，鹿児島弁の勉強はこれから始まります。「わっぜ」しか分かりませんので，他の
単語も身に付けたいです。
私は，ニューヨーク州のロングアイランド（長い島と言う意味）で育ちました。景色の綺麗な地域で川や
泉がたくさん流れています。海が近いので牡蠣，イカフライ，ほたて貝等は人気があります。ロングアイラ
ンドの一番美味しい郷土料理は何よりもピザです。種類はたくさんあって大きいスライス（２３センチぐら
い）は２ドル（２４０円ぐらい）です。これからニューヨーク州の料理を皆さんに紹介するのを楽しみにし
ております。
湧水町に着いてまだ短いですが，皆さんの優しさに深く感謝します。これからは一緒に楽しく英語を勉強
したり，美味しい料理を作ったり，各国の文化を学んだりしましょう。
よろしくお願い致します。頑張ります。

＊ソフィア・ラーダーの国際交流日記＊
※7月26日より湧水町に新しい国際交流員が着任しました！皆さんよろしくお願いします。

　８月２４日（木）～２７日（日）に，県歴史資料センター黎明館において第６８回鹿児島県図画作品展が開催
されました。県下全域の各校から出展された児童・生徒の作品が審査され，寄せられた作品に審査員からは，今
年は鮮やかな色彩を用いた素晴らしい作品が多かったと高い評価を受けました。　　　
　なお，本町の児童・生徒も優秀学校賞や特別賞の県教育委員会賞などに入賞しました。

第 68回　鹿児島県図画作品展

【優秀学校賞】　　（敬称略）
吉松中学校

【県教育委員会賞】

二渡　舞琴　（吉松中２年）
【 特　選 】

谷口　未羽　（吉松中３年）
【 入　選 】

押領司　琥太（栗野小１年）
田島　樹莉　（轟小　１年）
下戸　悠太郎（轟小　５年）
今和泉　未来（轟小　５年）
入澤　慧伍　（吉松中２年）
野中　愛　　（吉松中２年）『レンガの橋』 ▼

谷口　未羽さんの作品

▼

『城山の階段』

二渡　舞琴さんの作品
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【問合せ先】霧島アートの森　TEL74 － 5945

代表的ビデオ作品や，坂本龍一とのコラボレーション，
カリスマ・アーティスト ヨーゼフ・ボイスをモチーフ
にした作品により，ビデオアートの創始者ナムジュン・
パイクの軌跡ををたどる。

ビデオアートの父

ナムジュン・パイク展

第196回「水と友達～琳派のたらし込み技法～」
　自分で作る日本画の絵具で，400年前の琳派「たらし込み技法」
でオリジナルのしおりをデザインしよう。
日　時／平成29年10月28日（土）午後１時30分～午後３時30分
講　師／山下　すみれ（鹿児島県立国分高校）
定　員／20名（年齢制限なく，どなたでも気軽に参加できます。）

前回の発見楽しみ工房　平成29年8月（195回）

　鹿児島県立鹿屋工業高校の窪信一朗先生と一緒に，コルクシー
トをカットした型に，ピューター（金属）を溶かして流しこんで
オリジナルのキーホルダーを作りました。

開園時間　午前 9 時～午後 5時（入園は午後 4 時 30 分まで）
観 覧 料　一般／800（600）円，高大生／600（400）円，
　　　　　小中生／400（300）円
　　　　　（　　）内は前売り又は 20人以上の団体料金
　　　　　※野外常設展は別途入園料が必要です。

ナムジュン・パイク　草月ホール　1978 年 5月26日
撮影：安斎重男

電話・FAXによる事前の申し込みのほか，当日の申し込みもできま
す。その際は，代表者のお名前と参加人数をお知らせください。

発見楽しみ工房200円

　　　みなさんこんにちは。お元気ですか？
夏休みはそれぞれ，家族や友達と一緒に楽しく過ごせたことと思い

ます。
今回は，日本とアメリカの「夏の遊び」の違いについてお話したいと思います。
まずは花火です。日本では，家族や仲間たちと一緒に，浜辺，公園，山などに集まっ

て花火を楽しんだり，様々な花火大会へ出かけたりすると思います。
アメリカでも花火を楽しむ習慣があり，大きな花火大会もあります。しかし，州によっ

ては花火が違法なところがあり，家族や仲間と自由に花火を楽しむことはできません。
次はスイカ割りのことです。これは日本以外にはない夏の遊びだと思います。
アメリカ人も「夏といえばスイカ」というイメージはありますが，普通にスイカを切っ

て食べるだけです。僕は，子どもが目隠しして木刀でスイカを叩いている姿を初めて
見た時とても驚きましたが，一緒にやってみると，とても楽しかったです。

メキシコや南アメリカには，スイカ割りに少し似た遊びがあります。
「piñata」【ピニャータ】という，あめを詰めた張り子の容器をひもで吊るし，それを目隠しをしている子ど

もたちが交互に棒で叩いて，あめをもらう遊びです。
最後は夏休みのことです。日本では学生の夏休みは約一ヶ月しかなく，宿題やクラブ

活動があることは普通です。
しかしアメリカの学生は地域によっては５～６月の間に夏休みに入って８～９月の頃

に学校がはじまります。夏休みは，宿題も学校に関する用事もほとんどないので自由な
時間がたくさんあります。多くの高校生は大学の授業料を払えるようにアルバイトをし
て貯金します。

さて，みなさんはどんな「夏の遊び」をしましたか？私は，アメリカで夏を思いっき
り楽しんできました。

みなさんと楽しかった夏を，お話しできることを楽しみにしています。
英語でたくさん話しましょう！

今回は，日本とアメリカの「夏の遊び」の違いについてお話したいと思います。

T homa s ’  T r a v
e l  D i a r y

トマスの湧水記

2017 年 10 月 6 日（金）～ 12 月 3 日（日）
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　開館時間：午前１０時～午後６時
　休 館 日：毎週月曜日，祝日（ こどもの日，海の日，文化の日を除く ），　毎月第４木曜日，
　　　　　　 年末年始（１２/ ２９～１/ ３），特別館内整理期間　　
　問合せ先：くりの図書館　TEL ７４－１８２１

くりの図書館に来てね！

　くりの図書館は，隔年で企画展や絵本作家の講演会を実施しています。　　
　本年度は，7月 22日（土）から 8月 20日（日）まで，鈴木まもるさ
ん・なかやみわさん・いわさゆうこさんの絵本原画やパネル・立体作品
を展示し，30日間で 2,200 人を超える観覧をいただきました。
　絵本や紙芝居は，大人と子どもが物語を「共感」することのできるす
ばらしいコミュニケーション・ツールです。本館は，たくさんの児童書
を所蔵していますので，ぜひお気に入りの絵本や紙芝居を見つけてはい
かがでしょうか。

　7月 29 日（土）には，紙芝
居のおはなし会や「おしいれの
ぼうけん」さがしっこゲームを
開催し，たくさんの子どもたち
に参加していただきました。

※ 8月 5日（土）に開催を予定していた絵本作家「鈴木まもるさん」の講演会及びワークショップは台風 5号の　
　影響により，中止となりました。

企画展「みんなあつまれ！絵本と紙しばい展」

蔵書点検：くりの図書館は，10万冊を超える図書等を所
蔵しています。毎年９月に 10日間程度の特別館内整理
期間を設けて，所在不明の図書を探したり，ちがう棚に
紛れてしまった図書等を整理したりして，定められた棚

に戻す作業を行いま
す。
　利用者の方々には
ご迷惑をお掛けしま
すが，ご理解とご協
力をお願いします。

　以下の期間中は，特別館内整理期間に伴い，休館して
います。
平成 29年9月11日 (月 ) ～21日 (木 )
●資料の返却のみ，図書館入り口横と吉松庁舎玄関のブッ
クポストといきいきセンター 1階の事務所（営業日に限
る）にて受け付けています。

定例おはなし会
読書推進活動

おはなしの森
●日　時：毎月第 3日曜日　午前 10時 30分～
●内　容：読み聞かせボランティアや図書館職員等に
　　　　　よるおはなし会
●場　所：くりの図書館　おはなしコーナー

ぼくとわたしのおはなし時間
●日　時：奇数月のいずれかの木曜日（隔月 1回）
　　　　　午後 3時 30分～
●内　容：読み聞かせサークル「とまと」による
　　　　　おはなし会など
●場　所：よしまつ　ふれあいの家

ブックスタート～赤ちゃんに絵本と抱っこを～

●実施日：年 6回（乳幼児健診時）
●内　容：3・4か月の乳児と保護者へ読み聞かせの推進
　　　　　と絵本のプレゼント
●場　所：栗野保健センター

毎年９月は
特別館内整理期間を設けています。



　
　
　

期
日
：
８
月
20
日

　
　
　

場
所
：
宮
之
城
総
合
体
育
館

▼
中
学
男
子
の
部

　

優
勝　

勝
栗
剣
道

　
　
　

石
本　

柊
平（
栗
野
中
３
年
）

　
　
　

池
田　

凜　
（
栗
野
中
３
年
）

　
　
　

久
木
崎
武
尊（
栗
野
中
３
年
）

　
　
　

東　
　

若
菜（
栗
野
中
３
年
）

　
　
　

大
田　

一
心（
栗
野
中
３
年
）

▼
中
学
女
子
の
部

　

準
優
勝　

吉
松
中
学
校

　
　
　

有
田
こ
こ
ろ（
吉
松
中
１
年
）

　
　
　

森
山　

紗
那（
吉
松
中
１
年
）

　
　
　

二
渡　

舞
琴（
吉
松
中
２
年
）

　
　
　

期
日
：
８
月
27
日

　
　
　

場
所
：
日
置
市
伊
集
院

　
　
　
　

総
合
体
育
館

▼
中
学
生
の
部（
３
年
生
以
下
）

　

第
３
位　

勝
栗
道
場（
栗
野
中
）

　
　
　
　
　

宮
園　

理
紗
子　
　
　
　
　

　
　
　

日
時
：
７
月
23
日

　
　
　

場
所
：
鹿
児
島
市

【
団
体
形
の
部
】

▼
男
子
小
学
生
上
学
年

　

第
３
位　

聖
武
館
湯
之
尾

　
　
　
　
　
柿
木　

史
翔（
吉
松
小
４
年
）

【
団
体
組
手
の
部
】

▼
男
子
小
学
生
低
学
年

　

第
１
位　

聖
武
館
湯
之
尾
Ａ

　
　
　
　
　
野
口　

太
雅（
吉
松
小
２
年
）

▼
男
子
小
学
生
中
学
年

　

第
１
位　

聖
武
館
湯
之
尾

　
　
　
　
　
柿
木　

史
翔（
吉
松
小
４
年
）

　
　
　
　
　
池
田　

圭
孝（
栗
野
小
３
年
）

　
　
　

日
時
：
８
月
13
日

　
　
　

場
所
： 

佐
世
保
市

【
個
人
形
の
部
】

▼
小
学
校
５
年
生
男
子

　

第
３
位　
柿
木　

史
翔（
吉
松
小
４
年
）

【
団
体
組
手
の
部
】

▼
小
学
生
女
子

　

第
３
位　

聖
武
館
湯
之
尾

　
　
　
　
　
野
口　

藍
加（
吉
松
小
４
年
）

（
栗
野
中
学
校
）

▼
剣
道　

　
　
　

期
日
：
7
月
27
日（
木
）
〜

28
日（
金
）　　

　
　
　

場
所
：
い
ち
き
串
木
野
市

総
合
体
育
館

　

個
人
４
位　

東　

若
奈（
３
年
）

九
州
大
会
へ
出
場

▼
空
手

　
　
　

期
日
：
7
月
24
日（
月
）　

　
　
　

場
所
：
県
総
合
体
育

セ
ン
タ
ー
体
育
館

　

第
２
位　

老
谷　

木
里（
３
年
）

　
　
　
　
　

老
谷　

美
吹（
２
年
）

　
　
　
　
　

福
満
あ
か
り（
１
年
）

九
州
大
会
へ
出
場

▼
個
人
組
手　
　
　
　
　
　
　
　

　

第
２
位　

老
谷　

木
里（
３
年
）

九
州
大
会
へ
出
場

　
　
　

期
日
：
８
月
18
日
〜
20
日

　
　
　

場
所
：
宮
崎
市

▼
男
子
走
高
跳

　

第
２
位　

上
別
府
剛
志　

２
ｍ
10
㎝

（
九
州
共
立
大
３
年
：
上
場
地
区
）

▼
女
子
三
段
跳

　

第
８
位　

川
島　

杏
純　

11
ｍ
79
㎝

（
鹿
児
島
高
３
年
：
西
下
場
地
区
）

第
39
回
菊
水
旗
争
奪

少
年
剣
道
錬
成
大
会

第
37
回
鹿
児
島
県
女
子
総
合

剣
道
選
手
権
大
会

第
37
回
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

競
技
別
交
歓
大
会（
空
手
道
競
技
）

第
72
回九州

陸
上
競
技
選
手
権
大
会

第
37
回
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
空
手
道
交
流
大
会

県
中
学
校
体
育
大
会

第１２回南九州ブロック B&Gスポーツ大会 兼
第３７回鹿児島県 B&Gスポーツ大会

８月 25 日（金）に南さつま市坊津学園プールで南九州ブロック兼鹿児島県B&Gスポーツ大会が開
催されました。『南九州ブロックB&G地域海洋センター連絡協議会及び鹿児島県B&G地域海洋セン
ター』主催による大会で，各県から約５８名の小学生から中学生までの子供たちが参加し，カヌー競
技の部と水泳競技の部で競いました。
　本町からは，水泳競技の部に下戸悠太郎さん（轟小５年），山下海人さん（轟小６年），植村心美
さん（栗野小５年）の３名が出場し，素晴らしい泳ぎで，入賞する力泳を見せてくれました。

【記　録】
（南九州ブロックＢ&G大会）
　５０ｍ５年生男子自由形　第１位　下戸　悠太郎
　５０ｍ５年生女子自由形　第２位　植村　心美　　
　５０ｍ５年生男子平泳ぎ　第１位　下戸　悠太郎

（鹿児島県Ｂ&G大会）
　５０ｍ５年生男子自由形　第１位　下戸　悠太郎
　５０ｍ５年生女子自由形　第２位　植村　心美
　５０ｍ５年生男子平泳ぎ　第１位　下戸　悠太郎　

ゆ
う
す
い 

の

ス
ポ
ー
ツ

（
敬
称
略
）
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（左から：植村心美さん，山下海人さん，下戸悠太郎さん）
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期　
日
：
７
月
25
日　

　
　
　
　
　
場　
所
：
吉
松
小
学
校
プ
ー
ル

（
敬
称
略
）

▼
5
年
男
子　
50
ｍ
自
由
形

　
1
位　
竹
中　
陽
星　
　

 

48
秒
40　
吉
松

　
2
位　
竹
ノ
上　
吐
夢　

 

49
秒
00　
吉
松

　
3
位　
宮
田　
絆
吏　
　

 

52
秒
60　
吉
松

▼
5
年
女
子　
50
ｍ
自
由
形

　
1
位　
植
村　
心
美　
　

 

50
秒
40　
栗
野

　
2
位　
崎
浜　
蘭　
　
　

 

50
秒
60　
吉
松

　
3
位　
元
田　
美
優　
　

 

51
秒
90　
吉
松

▼
6
年
男
子　
50
ｍ
自
由
形

　
1
位　
德
持　
伶
音 　
　
43
秒
40　
栗
野

　
2
位　
下
脇
田　
颯
太　

 

47
秒
30　
吉
松

　
3
位　
宮
本　
拓
弥　
　

 

47
秒
40　
幸
田

▼
6
年
女
子　
50
ｍ
自
由
形

　
1
位　
今
川　
愛
加
吏　

   

48
秒
80 

幸
田

　
2
位　
永
野　
未
侑　
　

   

49
秒
80 

吉
松

　
3
位　
坂
口　
美
優　
　

   

51
秒
10 

栗
野

▼
5
年
男
子　
50
ｍ
平
泳
ぎ

　
1
位　
下
戸　
悠
太
郎
48
秒
50 

轟
（
新
記
録)

　
2
位　
竹
ノ
上　
吐
夢
1
分
04
秒
20 

吉
松

　
3
位　
宮
田　
絆
吏　
1
分
15
秒
30 

吉
松

▼
5
年
女
子　
50
ｍ
平
泳
ぎ

　
1
位　
元
田　
美
優   

1
分
10
秒
50 

吉
松

　
2
位　
池
水　
こ
こ　
1
分
17
秒
90 

幸
田

　
3
位　
久
木
崎
ゆ
い
の
1
分
25
秒
40 

轟

▼
6
年
男
子　
50
ｍ
平
泳
ぎ

　
1
位　
山
下　
海
人　

 　

  

54
秒
00 

轟

　
2
位　
内
村　
湧
胡   

1
分
03
秒
50 

栗
野

　
3
位　
永
田　
一
道   

1
分
06
秒
70 

栗
野

▼
6
年
女
子　
50
ｍ
平
泳
ぎ

　
1
位　
東  
愛
未  　
　

     

58
秒
50 

吉
松

　
2
位　
榎
園　
美
桜   
1
分
00
秒
20 

栗
野

　
3
位　
竹
崎　
寧
袮   
1
分
02
秒
70 

轟

▼
5
年
男
子　
50
ｍ
背
泳
ぎ

　
1
位　
下
戸　
悠
太
郎
39
秒
10 
轟
（
新
記
録)

　
2
位　
久
米
田
希
夢   

1
分
19
秒
00 
轟

　
3
位　
西
田　
琉
雅   

1
分
26
秒
20 
吉
松

▼
5
年
女
子　
50
ｍ
背
泳
ぎ

　
1
位　
内
村　
鈴
梛　
1
分
05
秒
60 

栗
野

　
2
位　
祁
答
院
夏
妃   

1
分
21
秒
90 

栗
野

　
3
位　
宮
内　
心
羽   

1
分
22
秒
60 

吉
松

▼
6
年
男
子　
50
ｍ
背
泳
ぎ

　
1
位　
恒
岡　
空   　
1
分
29
秒
30 

栗
野

▼
6
年
女
子　
50
ｍ
背
泳
ぎ

　
1
位　
永
田　
梨
奈  　

    

54
秒
30 

幸
田

　
2
位　
水
元　
理
緒   

1
分
00
秒
90 

栗
野

　
3
位　
亀
田　
侑
佳   

1
分
10
秒
10 

吉
松

▼
6
年
男
子　
50
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

　
1
位　
仲
谷　
颯　

   

１
分
15
秒
00 

栗
野

▼
6
年
女
子　
50
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

　
1
位　
榎
園　
美
桜   

１
分
19
秒
00 

栗
野

▼
6
年
男
子　
１
０
０
ｍ
自
由
形

　
1
位　
下
脇
田
颯
太　

２
分
01
秒
40 

吉
松

　

２
位　
新
防
未
良
惟　

２
分
12
秒
20 

吉
松

　
３
位　
坂
元　
里
法　

２
分
14
秒
00 

吉
松

▼
6
年
女
子　
１
０
０
ｍ
自
由
形

　
1
位　
丸
濵　
樹
林　

２
分
09
秒
90 

吉
松

▼
６
年
男
子　
１
０
０
ｍ
平
泳
ぎ

　
１
位　
山
下　
海
人   

2
分
01
秒
10 

轟

　

２
位　
平
谷　
弘
樹   

2
分
26
秒
60 

吉
松

　
3
位　
仲
谷　
颯　

   

2
分
31
秒
00 

栗
野

▼
6
年
女
子　
１
０
０
ｍ
平
泳
ぎ

　
1
位　
東　
愛
未　

   

2
分
03
秒
00 

吉
松

　
2
位　
永
田　
梨
奈   

2
分
07
秒
50 

幸
田

　
3
位　
竹
崎　
寧
袮　
2
分
13
秒
10 

轟

▼
全
男
子　
２
０
０
ｍ
リ
レ
ー

　
1
位　
下
戸　
悠
太
郎
・
森
山　
来
晏

　
　
　
　
前
田　
隆
成
・
山
下　
海
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
分
14
秒
20 

轟

　
2
位　
德
持　
伶
音
・
中
水
流　
泰
雅

　
　
　

   

永
山　
裕
晴
・
内
村　
湧
胡

　
　
　
　
　
　
　
　

      

3
分
19
秒
50 

栗
野

　
3
位　
坂
元　
里
法
・
下
脇
田　
颯
太

　
　

      
丸
山　
琉
星
・
平
谷　
弘
樹　

　
　
　
　
　
　
　
　

      

3
分
34
秒
10 

吉
松

※
轟
小
第
１
泳
者
下さ
げ
ど戸
悠ゆ
う
た
ろ
う
太
郎
君
の
記
録
35
秒
40

は
大
会
実
施
要
綱
「
リ
レ
ー
第
１
泳
者
の
記
録
は

個
人
種
目
の
新
記
録
と
し
て
認
め
る
」
に
よ
り
、

50
ｍ
 自
由
形
の
新
記
録
と
な
り
ま
し
た
。

▼
全
女
子　
２
０
０
ｍ
リ
レ
ー

　
1
位　
丸
濵　
樹
林
・
永
野　
未
侑

　
　
　

   

亀
田　
侑
佳
・
東　
愛
未

　
　
　
　
　
　
　
　

      

3
分
28
秒
60 

吉
松

　
2
位　
植
村　
心
美
・
榎
園　
美
桜

　
　
　

   

内
村　
伊
織
・
坂
口　
美
優

　
　
　
　
　
　
　
　

      

3
分
31
秒
00 

栗
野

　
３
位　
西　
結
愛
・
池
水　
こ
こ

　
　
　

   

永
田　
梨
奈
・
今
川　
愛
加
吏

　
　
　
　
　
　
　
　

      

4
分
04
秒
20 

幸
田

▼
全
男
子　
２
０
０
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

　
１
位　
恒
岡　
空　
・
田
中　
琢
磨　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

   

内
村　
湧
胡
・
德
持　
伶
音

　
　
　
　

       　

        

4
分
34
秒
50 

栗
野

▼
全
女
子　
２
０
０
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

　
1
位　
坂
口　
美
優
・
榎
園　
美
桜

　
　
　
　
内
村　
伊
織
・
植
村　
心
美

　
　
　
　
　

               

4
分
25
秒
10 

栗
野

　
2
位　
田
原　
愛
菜
・
西　
め
ぐ
み

　
　
　

   

竹
崎　
寧
袮
・
岡
山　
夏
綺

　
　
　
　
　
　

   　

      

4
分
29
秒
70 

轟

町
小
学
校

水
泳
記
録
会
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第 66 回鹿児島県畜産共進会・全共県最終予選会の結果について

あいら地区全共 2次予選会について

　

７
月
29
日（
土
）
〜
30
日（
日
）姶
良
中

央
家
畜
市
場
に
お
い
て
、第
66
回
鹿
児
島

県
畜
産
共
進
会
・
全
国
和
牛
能
力
共
進
会

最
終
予
選
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
内
各
地
か
ら
代
表
牛
が
集
い
、姶
良

地
区
の
代
表
と
し
て
、本
町
か
ら
４
区
２

頭
、５
区
２
頭
、６
区
３
頭
、計
６
頭（
１

頭
重
複
あ
り
）が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
う
ち
、前
田
格
男
氏
の
６
区
３
頭

が
、９
月
７
日（
木
）
〜
11
日（
月
）に
宮
城

県
に
て
開
催
の
、全
国
和
牛
能
力
共
進
会

へ
出
品
さ
れ
る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　

成
績
の
詳
細
に
つ
い
て
は
次
の
と
お

り
で
す
。

（
敬
称
略
）

【
系
統
雌
牛
群　

４
区
】

最
優
秀
賞

　

橋
元　

市
郎︵
む
つ
ひ
め
号
︶

　
　
　
　
　
　
︵
か
め
ゆ
き
号
︶

【
繁
殖
雌
牛
群　

５
区
】

最
優
秀
賞

　

綾
織　

ま
ち
子︵
ま
こ
ひ
め
１
号
︶

　

前
田　

格
男︵
と
も
た
だ
ひ
ら
号
︶

【
高
等
登
録
群　

６
区
】

最
優
秀
賞

　

前
田　

格
男︵
と
も
ゆ
き
号
︶

　
　
　
　
　
　
︵
と
も
た
だ
ひ
ら
号
︶

　
　
　
　
　
　
︵
と
も
た
だ
ひ
ら
の
１
号
︶

　

７
月
７
日（
金
）あ
い
ら
地
区
全
国
和

牛
能
力
共
進
会
２
次
予
選
会
が
開
催
さ

れ
、本
町
の
代
表
牛
と
し
て
９
頭（
２
頭

重
複
あ
り
）の
牛
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　

湧
水
町
か
ら
出
品
さ
れ
た
計
９
頭
の

成
績
を
次
の
と
お
り
紹
介
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

【
若
雌　

２
区
】

最
優
秀
賞　

　

大
重　

翔
一
朗︵
は
る
な
４
の
２
号
︶

【
若
雌　

３
区
】　

最
優
秀
賞　

　

大
重　

翔
一
朗︵
き
よ
ざ
く
ら
６
号
︶

【
系
統
雌
牛
群　

４
区
】

最
優
秀
賞　

　

橋
元　

市
郎  ︵
む
つ
ひ
め
号
︶

　
　
　
　
　
　
　
︵
か
め
ゆ
き
号
︶

【
繁
殖
雌
牛
群　

５
区
】

最
優
秀
賞　

　

綾
織　

ま
ち
子︵
ま
こ
ひ
め
１
号
︶

　

前
田　

格
男　
︵
と
も
た
だ
ひ
ら
号
︶

【
高
等
登
録
群　

６
区
】　

最
優
秀
賞

　

前
田　

格
男　
︵
と
も
ゆ
き
号
︶

　
　
　
　
　
　
　
︵
と
も
た
だ
ひ
ら
号
︶

　
　
　
　
　
　
　
︵
と
も
た
だ
ひ
ら
の
１
号
︶

【
総
合
評
価
群　

７
区
】

最
優
秀
賞　

　

佐
土
原　

順
子︵
と
も
え
３
の
５
号
︶

　

大
重　

翔
一
朗︵
き
よ
ざ
く
ら
６
号
︶

　

９
頭
の
う
ち
４
区
・
５
区
・
６
区
、計
６

頭
が
全
共
最
終
予
選
に
出
品
。

高等登録群区　左から：ともゆき号・ともただひら号・ともただひらの１号　前田　格男氏　出品

系統雌牛群区　かめゆき号　
橋元　市郎氏　出品

繁殖雌牛群区　まこひめ１号　
綾織　まち子氏　出品

系統雌牛群区　むつひめ号　
橋元　市郎氏　出品
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町内イベント情報　information

ぜひ，お越しください！

　栗野中央公民館から町内を夜通し歩く「夜間歩こう
会」を開催します。異年齢の湧水町青年団員と交流しな
がら，町内を歩いてみませんか。

日　時　　１０月21日（土）・22日（日）
受　付　　午後８時30分～
場　所　　町内を巡り一周します。
問合せ先　湧水町青年団
　　　　　団　長　園田：℡:090-5720-5214
　　　　　副団長　丸山：℡:080-5266-3295

　小学校２年生から一般までの力士による迫力ある取
組みが行われます。
　ぜひ会場へお越しいただき，ご声援をお願いします。

日　時　　１０月8日（日）
開会式　　午前８時～　
場　所　　湧水町相撲道場
問合せ先　湧水町教育委員会　生涯学習課
　　　　 　℡: ７５- ２１１１（内線：３２１6）

町青年団主催
「夜間歩こう会」

第１3回
湧水町豊祭相撲大会

　いきいきセンターくり
の郷は，この度，スポーツ
くじ（toto・BIG）の助成
金を受けてトレーニング
ルームに『ラットプル』を
設置しました。
　ラットプルは，筋力ト
レーニングを行う器具
で，主に背中の筋肉を鍛
えることができます。
　背中の筋肉を鍛えたい
と思っている方におスス
メです。
　ぜひ，ご利用ください。

午後５時～午後８時30分

［主催・問合せ先］停車場秋祭り実行委員会　℡（0995）75－2205
　　　　　［協賛］観光SL会館
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ひとりで悩まないで　～一人ひとりの大切ないのち～
　日本の自殺者数は，平成 10年以降，14年連続して 3万人を超える状態が続いていました。平成 24
年からは 4年連続で 3万人を下回っているものの，依然多くの方が自ら命を絶たれる厳しい状況が続い
ています。
　鹿児島県においても，毎年約３００人もの尊い命が失われており，この数は本県の交通事故死亡者数
の約３倍にあたります。
　この機会に，身近な社会問題である自殺の問題について，私たちにできることを考えてみませんか？
●自殺の多くは，さまざまな悩みを一人で抱えるうちに，心理的に「追い込まれた末の死」です。

もし，あなたが悩み事を抱えていたら・・
　一人で悩まず，信頼できる誰かに相談してください。話すうちに心が軽くなっ
たり，解決の糸口が見えてくることもあります。身近な人に話しづらい時は，あ
なたを支える相談窓口も多数あります。きっとあなたの力になる情報があるはず
です。匿名でも結構です。まずはお話を聞かせてください。

～私たちにできること～

「自殺予防」について

　　気づく(サインに気をつけましょう)
　心理的に追い込まれた人は，悩みながらも
サイン（こころのサイン）
を発していることが多い
と言われています。
　「いつもと様子が違う」
という周囲の気づきが大
事です。

　　つなぐ(専門相談窓口に相談しましょう)
　健康問題，多重債務や消費生活問題，子育てや
男女の問題，職場や介護の問題など，専門相談窓
口に相談することで，解決策を見いだすことがで
きます。
　ぜひ，相談窓口を活用してください。

　　話に耳を傾ける「傾聴」
　打ち明けた人は，誰でもいいと思って相談したのではあ
りません。あなたのことを「この人なら，自分の話を真剣
に聴いてくれそうだ」と思われたに違いありません。
　本人の気持ちを尊重し，耳を傾けて話を聴いてください。
（その際は，安易な励ましや一方的な説得は慎みましょう）
　人に話をすることによって，混乱した気持ちが落ち着い
たり，抱えている問題の整理ができる場合があります。

　　見守り・支える
　自殺は「孤独の病」とも言われ，心理的に追い込まれた人
は「孤立感」「孤独感」を強く感じています。
　特に男性は悩み事を一人で抱え込む傾向があると言われて
います。
　周囲の温かい支えが孤立した気持ち・孤独感を和らげます。

　　相談窓口　≪相談内容の秘密は守られます。≫
●こころの健康相談●
●  自殺予防情報センター（月・木　午前９時～午後４時） ：℡099-228-9558　
●  県精神保健福祉センター ：℡099-218-4755　　　　　●  いのちの電話（24時間365日）：℡0995-250-7000
●  こころの電話（午前９時～午後４時30分）①：℡099-228-9566　●  よりそいホットライン（24時間365日）：℡0120-279-338
                                               ②：℡099-228-9567   ●  姶良保健所：℡0995-44-7951

問合せ先 　栗野保健センター　℡７４－３１２０
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げんき湧くわく教室日程
時　間：午前９時～午前１１時（受付：午前８時４５分～）
場　所：栗野保健センター又は吉松保健センター
期　日：

国
保
だ
よ
り

げんき湧くわく教室に
参加しませんか！

　誰もが元気で暮らせるために「げんき湧くわく教室」を７月から毎月（年16回）栗野・
吉松の保健センターで実施しています。
　8月は糖尿病予防をテーマに保健師，管理栄養士の講話や健康運動指導士による運動を
行いました。

問合せ先 　栗野保健センター　℡７４－３１２０

8月10日(木）　
【糖尿病ってどんな病気？】
糖尿病は，インスリンの働きが不足することで
血糖値の高い状態が続き，全身のさまざまな臓
器に影響が起こる病気です。
●  血糖値が高い状態が続く⇒血管が傷む
●  細い血管が傷む⇒腎不全・失明・足先など
　の壊

え そ

疽（壊死の状態から腐敗菌感染などによ
　り悪化したもの）
  太い血管が傷む⇒心筋梗塞・脳卒中など
● 糖分→腸から吸収→筋肉でエネルギー→
  余りは肝臓に貯蓄＋脂肪

8月22日(火）　
【血糖値を上げにくい食べ方の工夫】
●  食事と時間，栄養のバランスが大事！！
● 欠食は高血糖のもと
● 野菜から食べると血糖値が上がりにくい
● ゆっくりよく噛んで食べる
(材料を大きめに切る，噛みごたえのある食材）
● お菓子類は要注意

短い時間でどんな運動でもいいの
で，毎日続けることが大事です。

バランスボールを使った運動を
行いました。 ★動きやすい服装で

お越しください！

9月26日(火) 10月5日(木) 10月25日(水) 11月10日(金)

11月21日(火) 12月7日(木) 平成30年
1月11日(木) 1月26日(金)

2月 9日 (金 ) 2月27日(火) 3月 8日 (木 ) 3月20日(火）

８月のげんき湧くわく教室の様子
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相談・問合せ先 　栗野庁舎　税務課　℡74-3111（内線2143）

税務課からのお知らせ

　滞納処分は，税金滞納者の意思に関わりなく，滞納になっている税金を強制的に徴収するため，
その人の財産を差押えて換価（お金に換える）し，滞納になっている税金に充てる一連の手続きを
言います。今回は，よく寄せられる質問を一問一答形式でお答えします。

問
１　
納
期
限
が
過
ぎ
て
か
ら
町
税

を
納
付
し
ま
し
た
が
、
督
促

状
が
届
い
た
の
は
な
ぜ
で
す

か
？

答
１　
納
期
限
ま
で
に
納
付
さ
れ
な

い
場
合
、
督
促
状
を
送
付
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
督
促
状
を
送
付
す
る
対

象
と
な
る
方
は
、
納
期
限
ま

で
に
納
付
さ
れ
て
い
な
い
方

全
員
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

問
２　
財
産
の
差
押
え
予
告
が
送
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

　
　
　
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

答
２　
再
三
通
知
を
送
付
し
て
も
何

の
連
絡
も
な
い
時
や
、
納
付
約

束
を
し
な
が
ら
納
付
さ
れ
な

い
場
合
は
、
預
貯
金
や
給
料
、

不
動
産
等
の
財
産
を
調
査
し

て
差
押
え
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。　
　
　

　
　
　
こ
れ
は
、
納
期
内
納
付
さ
れ

た
大
多
数
の
善
良
な
納
税
者

と
税
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、

滞
納
し
た
町
税
を
確
保
す
る

目
的
で
行
う
も
の
で
す
。

問
３　
税
金
を
滞
納
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
財
産
を
差
押
え
た
旨
の

通
知
が
届
き
ま
し
た
。

　
　
　
事
前
の
連
絡
や
同
意
を
得
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

答
３　
税
金
の
滞
納
に
つ
い
て
は
、

事
前
の
連
絡
や
本
人
の
同
意

な
し
に
差
押
え
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
　
　

地
方
税
法
で
は
、「
督
促
状

を
発
し
た
日
か
ら
十
日
を
経

過
し
た
日
ま
で
に
完
納
さ
れ

な
い
と
き
は
、
差
押
え
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ

り
ま
す
。

　
　
　
こ
の
こ
と
か
ら
事
前
の
連
絡

や
本
人
の
同
意
な
し
に
差
押

え
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
差
押

え
た
後
に
書
面
で
通
知
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
税
金
滞
納

に
よ
る
差
押
え
は
、
裁
判
所

へ
の
手
続
き
等
は
必
要
な
く
、

町
が
独
自
で
執
行
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
督
促
や
催
告
し
て
も
な
お
納
付
が

な
い
場
合
は
、
滞
納
者
の
財
産
（
預

貯
金
・
給
与
・
不
動
産
等
）
を
発
見

す
る
た
め
、
官
公
署
・
金
融
機
関
・

勤
務
先
・
取
引
先
・
滞
納
者
の
財
産

を
占
有
す
る
第
三
者
等
に
対
し
調
査

を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
財
産
の
発
見
、
差
押
え
な

ど
の
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
滞
納
者

の
住
居
を
相
手
方
の
意
思
に
関
係
な

く
強
制
的
に
捜
索
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
※
こ
れ
ら
の
調
査
や
捜
索
は
、
法

律
の
規
定
に
基
づ
き
、
滞
納
者
に

事
前
に
了
解
を
得
ず
に
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
国
税
徴
収
法
第

百
四
十
一
条
か
ら
第
百
四
十
七
条
）

　
　

　
財
産
調
査
で
発
見
さ
れ
た
財
産
に

対
す
る
差
押
え
を
行
い
ま
す
。
差
押

え
を
行
っ
た
場
合
、
滞
納
者
や
そ
の

利
害
関
係
者
（
会
社
・
金
融
機
関
・

生
命
保
険
会
社
・
不
動
産
の
抵
当
権

者
な
ど
）
に
「
差
押
通
知
」
を
送
付

し
ま
す
。

一
問
一
答

財
産
調
査
及
び
捜
索

差
　
押
　
え

滞納処分について

◎税金を納められない場合は，納税相談を行ってください。
　様々な事情により納期限までに納めることができない場合は，速やかに印鑑と納税通知
書等や納付が難しい事情を説明できる資料を持参して，税務課へお越しください。

平成 28年度本町の
滞納処分実績

対象
財産 件数 金額

(千円 )

預貯金 29 1,612

給　与 9 1,156

その他 24 4,010
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お
悩
み
や
、お
困
り
の
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か

　

裁
判
所
の
調
停
委
員
が
無
料
で
ご
相

談
に
応
じ
ま
す
。

（
調
停
と
は
、話
し
合
い
で
円
満
な
解
決

を
図
る
手
続
き
の
こ
と
。）

▼
開
催
日

　

10
月
14
日（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
場
所

　

霧
島
市
国
分
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー　

　

研
修
会
議
室

▼
内
容

◎
家
事
関
係

婚
姻
・
離
婚
・
夫
婦
関
係
・
親
子

関
係
・
扶
養
・
遺
産
相
続

そ
の
他
親
族
関
係
な
ど
の
問
題
に

関
す
る
調
停
手
続
き
の
相
談

◎
民
事
関
係

土
地
・
建
物
の
売
買
、譲
渡
・
土
地
の

協
会
等
・
金
銭
の
貸
借
破
産
・
交
通

事
故
等
に
関
す
る
紛
争
の
調
停
、手

続
き
の
相
談

▼
そ
の
他

相
談
は
無
料
で
す
。秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。　
　

予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
問
合
せ
先

加
治
木
調
停
協
会（
大
重
明
子
氏
）

☎
０
９
０

−

２
５
０
２

−

１
５
１
７

　
ア
イ
ヌ
の
方
々
か
ら
の
様
々
な

ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す

　

日
常
生
活
で
お
困
り
の
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？

　

嫌
が
ら
せ
、差
別
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

侵
害
な
ど
の
ご
相
談
も
お
受
け
し
ま

す
。

◎
相
談
は
無
料
で
す
。

◎
匿
名
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

◎
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

▼
開
催
期
間

　

月
曜
日
～
金
曜
日

　

※
祝
日
の
12
月
29
日（
金
）
～

　

１
月
３
日（
水
）を
除
く

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

▼
問
合
せ
先

　

公
益
財
団
法
人　

　

人
権
教
育
啓
発
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
１
２
０

−

７
７
１

−

２
０
８

　

〒
１
０
５

−

０
０
１
２

　

東
京
都
港
区
芝
大
門
２

−

10

−
　

12
Ｋ
Ｄ
Ｘ
芝
大
門
ビ
ル
４
階

冬
休
み
海
外
研
修
交
流
事
業

　

公
益
財
団
法
人
・
国
際
青
少
年
研
修

協
会
で
は
、５
コ
ー
ス
の
参
加
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

海
外
生
活
を
通
し
て
交
流
を
体
験
し
、

国
際
感
覚
を
養
う
こ
と
を
目
的
に
実
施

し
ま
す
。

　

お
ひ
と
り
で
ご
参
加
に
な
る
方
や
、

初
め
て
海
外
へ
行
か
れ
る
方
が
７
割
以

上
ご
参
加
さ
れ
ま
す
。

　

事
前
研
修
会
で
は
仲
間
作
り
か
ら
サ

ポ
ー
ト
い
た
し
ま
す
の
で
、安
心
し
て

ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
開
催
期
間

　

12
月
24
日（
日
）
～
１
月
４
日（
木
）　

　

の
内
６
～
10
日
間

◎
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

▼
研
修
国

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
カ
ナ
ダ
・
サ
イ

パ
ン
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
カ
ン
ボ
ジ
ア

▼
内
容

ホ
ー
ム
ス
テ
イ・
ク
リ
ス
マ
ス
体
験・

英
語
研
修
・
文
化
交
流
・
地
域
見
学
・

野
外
活
動
等

◎
コ
ー
ス
に
よ
り
体
験
内
容
を
お
選
び

い
た
だ
け
ま
す
。

▼
対
象

　

小
３
～
高
３
の
方
ま
で

◎
コ
ー
ス
に
よ
り
対
象
学
年
が
異
な
り

ま
す
。

▼
定
員

　

各
グ
ル
ー
プ
15
名

▼
参
加
費

　

22
万
８
千
円
～
42
万
８
千
円

▼
申
込
期
限

　

11
月
１
日（
水
）

　

締
切
日
ま
で
す
べ
て
受
付
し
ま
す
。

（
10
月
25
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
の
方

は
、早
期
割
引
１
万
円
）

▼
問
合
せ
先

　

公
益
財
団
法
人

　

国
際
青
少
年
研
修
協
会

　

〒
１
４
１

−

０
０
３
１

 　

東
京
都
品
川
区
西
五
反
田
７

−

15

　

−

４　

第
三
花
田
ビ
ル
４
Ｆ

　

☎
０
３

−

６
４
１
７

−

９
７
２
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３

−

６
４
１
７

−

９
７
２
４

　

E-m
ail info@

kskk.or.jp

　

U
RL　

http://w
w

w
.kskk.or.jp

第
65
回
鹿
児
島
県
発
明
く
ふ
う
展

作
品
募
集

　

鹿
児
島
県
発
明
く
ふ
う
展
は
、発
明

考
案
等
の
作
品
を
広
く
県
民
か
ら
募
集

し
、優
秀
な
作
品
を
表
彰
す
る
と
と
も

に
、そ
の
作
品
を
一
般
公
開
す
る
こ
と

に
よ
り
、県
民
の
発
明
の
奨
励
と
発
明

考
案
等
に
対
す
る
関
心
を
深
め
、創
意

工
夫
の
高
揚
を
図
り
、本
県
の
産
業
振

興
と
県
民
生
活
の
向
上
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

▼
申
込
期
限

　

10
月
4
日（
水
）

展
示
会

▼
開
催
期
間

　

12
月
22
日（
金
）
～
23
日（
土
）

　

午
前
9
時
～
午
後
4
時

▼
開
催
場
所

　

か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　

展
示
ロ
ビ
ー

表
彰
式

▼
開
催
日

　

12
月
23
日（
土
）

　

午
後
3
時
～
午
後
4
時

▼
開
催
場
所

　

か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　

大
研
修
室

▼
申
込
方
法

　

所
定
の
出
品
申
込
書
に
よ
り
、鹿
児

島
県
発
明
協
会
あ
て
に
送
付
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
問
合
せ
先

　

〒
８
９
２

−

０
８
２
１

　

鹿
児
島
市
名
山
町
９

−

１

　

県
産
業
会
館
内

　
一
般
社
団
法
人
鹿
児
島
県
発
明
協
会

　

☎
０
９
９

−

２
９
５

−

０
１
７
１

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
９
９

−

２
９
５

−

０
１
７
２

鹿
児
島
家
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー

鹿
児
島
市
山
下
町
14

−

50

☎
０
９
９

−

２
２
１

−

６
６
０
０

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

の
発
売
に
つ
い
て

　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町
村
の

明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ

れ
ま
す
。

　

今
年
は「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
ミ

ニ
」が
同
時
発
売
さ
れ
ま
す
。

▼
発
売
期
間

　

10
月
11
日(

水)

～
31
日(

火)

▼
抽
選
日
　
　

　

11
月
９
日(

木)

▼
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ

　

当
選
金（
10
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合
）

■
１
等　
　

３
億
円
×
10
本

※
前
後
賞　

１
億
円
×
20
本

※
組
違
い
賞 

10
万
円
×
９
９
０
本

■
２
等 　
１
０
０
０
万
円
×
20
本

■
３
等 　
１
０
０
万
円
×
１
０
０
本

■
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
賞

　

１
万
円
×
30
万
本　
　
　
　
　

ほ
か

▼
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ

当
選
金　
（
４
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合
）

■
１
等   

３
０
０
０
万
円
×
40
本

※
前
後
賞 

１
０
０
０
万
円
×
80
本

■
２
等　
　

50
万
円
×
４
０
０
本

■
３
等　
　
　

１
万
円
×
12
万
本

ほ
か

Infomation

　町などからのお知らせや
募集などの情報をお届け
します。
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9/16 土 　　※ 9/11 ～ 9/21　特別館内整理日に伴い休館 10/2 月 　　母子手帳交付（10：00 ～ 11：00）
　　休館日

9/17 日 10/3 火 資源ごみ収集日（北方・轟・幸田・米永地区）

9/18 月 10/4 水

9/19 火
　　母子手帳交付（１０：00 ～ 11：00）
　　休館日
資源ごみ収集日（北方・轟・幸田・米永地区）

10/5 木 　　元気湧くわく教室（9：00 ～ 11：00）

9/20 水 　　温泉健康相談（13：00 ～ 16：00） 10/6 金
　　心も体も元気教室　一生元気コース

（13：30 ～ 15：00）
資源ごみ収集日（川西地区）

9/21 木 　　心も体も元気教室　貯筋アップコース
（13：30 ～ 15：00）10/7 土

9/22 金 資源ごみ収集日（川東地区） 10/8 日

9/23 土 　　休館日 10/9 月 　　休館日

9/24 日 10/10 火
　　母子手帳交付（10：00 ～ 11：00）
　　心も体も元気教室　貯筋アップコース（9：30 ～ 11：00）
定例教育委員会（吉松庁舎）※一般の方も傍聴できます。（一部非公開の場合もあります。）
資源ごみ収集日（上場・老竹・長谷・東中下場・西下場地区）

9/25 月 　　母子手帳交付（10：00 ～ 11：00）
　　休館日 10/11 水 　　温泉健康相談（13：00 ～ 16：00）

9/26 火 　　元気湧くわく教室（9：00 ～ 11：00）
資源ごみ収集日（上場・老竹・長谷・東中下場・西下場地区）10/12 木 　　心も体も元気教室　元気アップコース

（13：30 ～ 15：00）

9/27 水 10/13 金 資源ごみ収集日（川東地区）

9/28 木
　　心も体も元気教室　元気アップコース（9：30 ～ 11：00）
　　心も体も元気教室　元気アップコース（13：30 ～ 15：00）
　　休館日（館内整理日）

10/14 土

9/29 金 　　心も体も元気教室　一生元気コース
（13：30 ～ 15：00）10/15 日

9/30 土 10/16 月
　　休館日
　　休館日
　　母子手帳交付（１０：00 ～ 11：00）

10/1 日 10/17 火
　　心も体も元気教室　元気アップコース

（9：30 ～ 11：00）
資源ごみ収集日（北方・轟・幸田・米永地区）

吉中公

催し物
コーナー 瞳の会　書展　　（9月16日～ 10月9日）

厚地　久夫　展　（10月12日～ 10月18日）

◀
町
民
ホ
ー
ル
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10 月 1日（日）
　林内科医院　　　　　　75-2047
　ピアノ薬局　　　　　　75-4526
10 月 8日（日）
　ひらしまクリニック　　74-2800
　くるみ薬局      　　　 　74-5869
10 月 9日（月）
　春田医院 　　  　　　　76-0053

10 月 15日（日）
　伊東内科クリニック　　 72-9088
　タイガー薬局　 　　　   64-6700
10 月 22日（日）
　田代医院 　　  　　　　 74-2075
　アクア薬局　　　　 　　74-1078
10 月 29日（日）
　大庭医院      　　　 　　76-1984
　寺脇薬局      　　　 　　76-2008

日曜・祝日在宅医（薬局）（10 月）

８
月
１
日
（
火
）

・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
委
嘱
状
交
付

・
陸
上
自
衛
隊
第
12
普
通
科
連
隊
隊
区

防
災
担
当
中
隊
長
来
庁

・
徳
島
県
石
井
町
議
会
河
川
・
防
災
対

策
特
別
委
員
会
視
察
研
修

・
姶
良
地
区
医
療
協
議
会
定
例
会

８
月
２
日
（
水
）
～
３
日
（
木
）

・
え
び
の
駐
屯
地
存
続
期
成
同
盟
会
中

央
要
望
会

８
月
３
日
（
木
）

・
町
夏
祭
り
反
省
会

８
月
４
日
（
金
）

・
環
霧
島
県
議
会
議
員
連
盟
に
よ
る
県

道
１
０
３
号
現
地
視
察

・
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
湧
水
っ
子
i
n

長
島
」
解
団
式

８
月
５
日
（
土
）

・
元
吉
松
町
長
故
平
野
正
彦
氏
の
御
家

族
へ
叙
位
伝
達

・
元
吉
松
町
長
故
別
所
郁
夫
氏
の
御
家

族
へ
叙
位
伝
達

８
月
８
日
（
火
）

・
国
民
体
育
大
会
県
準
備
委
員
会
総
会

・
国
民
体
育
大
会
県
実
行
委
員
会
総
会

８
月
９
日
（
水
）

・
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
定
例
会

・
地
域
包
括
ケ
ア
と
連
動
し
た
地
域
自

殺
対
策
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

８
月
10
日
（
木
）

・
加
治
木
税
務
署
長
来
庁

８
月
15
日
（
火
）

・
町
戦
没
者
追
悼
式

・
三
州
同
盟
会
議

８
月
16
日
（
水
）

・
町
有
害
鳥
獣
捕
獲
対
策
協
議
会

８
月
17
日
（
木
）

・
区
長
会

・
県
和
牛
共
進
会
及
び
全
国
和
牛
能
力

共
進
会
県
最
終
予
選
反
省
会

・
町
豊
祭
相
撲
保
存
会
懇
談
会

８
月
20
日
（
日
）

・
轟
地
区
球
技
大
会

・
幸
田
地
区
青
少
年
育
成
ス
ポ
ー
ツ
大
会

・
鶴
丸
地
区
行
政
座
談
会

８
月
21
日
（
月
）

・
町
消
防
団
幹
部
会

８
月
22
日
（
火
）

・
県
主
催
地
方
創
生
に
関
す
る
市
町
村

長
等
と
の
意
見
交
換
会

８
月
23
日
（
水
）

・
農
業
者
年
金
受
給
者
会
栗
野
支
部
総
会

・
Ｊ
Ｒ
吉
都
線
利
用
促
進
協
議
会
幹
事

会
及
び
担
当
者
会

・
町
学
校
保
健
会
講
演
会

８
月
24
日
（
木
）

・
北
姶
良
森
林
組
合
総
代
会

・
吉
松
駅
前
屋
台
村

８
月
25
日
（
金
）

・
長
島
町
・
さ
つ
ま
町
・
湧
水
町
の
３

町
議
会
議
員
合
同
研
修
会

・
農
業
委
員
及
び
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
交
流
会

・
栗
野
駅
前
屋
台
村

８
月
26
日
（
土
）

・
霧
島
山
麓
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
ク
ラ

ブ
懇
親
会

８
月
27
日
（
日
）

・
北
方
地
区
青
壮
年
交
流
大
会

・
四
部
落
太
鼓
踊
り
奉
納

８
月
28
日
（
月
）

・
町
民
生
委
員
推
薦
会

・
姶
良
・
伊
佐
地
区
介
護
保
険
組
合
議

会
定
例
会

８
月
29
日
（
火
）

・
鹿
児
島
刑
務
所
視
察
委
員
会

・
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
の
出
品
農
家

激
励
（
鶴
丸
地
区　

前
田
格
男
氏
）

・
九
州
防
衛
局
長
来
庁

８
月
30
日
（
水
）

・
秋
ま
つ
り
実
行
委
員
会

・
京
都
造
形
大
学
生
と
の
交
流
会

８
月
31
日
（
木
）

・
伊
佐
北
姶
良
環
境
管
理
組
合
議
会
定

例
会

町
長
動
静
　
　
　
（
８
月
１
日
～
31
日
）

　
（
新
生
児
）　　
　
　
（
保
護
者
）　 （
自
治
会
）

下し
も
ぞ
の園　

笑え

ま愛　
　
　

  

真
道　
　

 

丸
池
タ
ウ
ン

溝み
ぞ
ぞ
え添　

心こ
は
る春　
　

  　

武
志　

 　

御
手
洗

抜ぬ
く
み
ず水　

華は

な那　
　
　

  
元
史 　
　

支
区
外

佐さ

さ

き
々
木　

隆り
ゅ
う
の
す
け

之
介　
　
隆
弘　
　

 

支
区
外　

（
平
成
29
年
８
月
届
出
分
）

（
平
成
29
年
８
月
届
出
分
）

（
平
成
29
年
８
月
届
出
分
）

お
め
で
た
　
　（
敬
称
略
）

新
町
の
福
吉
久
枝
さ
ん
か
ら

（
和
雄
さ
ん
死
去
）

坂
元
の
折
田
廣
吉
さ
ん
か
ら

（
チ
ヨ
さ
ん
死
去
）

駅
通
の
中
水
流
信
孝
さ
ん
か
ら

（
み
ち
子
さ
ん
死
去
）

本
町
の
鬼
塚
凉
子
さ
ん
か
ら

（
文
雄
さ
ん
死
去
）

四
ッ
枝
後
の
中
村
ミ
ヅ
ヱ
さ
ん
か
ら

（
重
雄
さ
ん
死
去
）

綾
織
の
寺
園
ユ
ミ
子
さ
ん
か
ら

（
勉
さ
ん
死
去
）

会
田
の
上
别
府
一
宏
さ
ん
か
ら

（
ミ
ヤ
さ
ん
死
去
）

　
（
故
人
）　　
　

 　
（
亨
年
）　    （
自
治
会
）

中
水
流　

み
ち
子　

	

64	

駅
通

上
窪　

正
人　

	

88	

広
田

寺
園　

勉　

	

84	

綾
織

森
島　

慶
二	

82	

竹
迫

上
村　

ミ
ツ
子	

83	

上
村

　

原　

圭
義	

78	

東
丸
池

春
日　

義
正	

81	

四
ツ
枝
後

お
く
や
み
　
　（
敬
称
略
）

人口の動き
住民基本台帳による
※外国人を含む
（　）は前月比

人口　  9,667人（  ー５人）

  男      4,518人（  ー６人）

  女      5,149人（  　１人）

世帯数  4,858戸（  　１戸）

　転入　　 28人
　転出　 29人
　出生　　   4人
　死亡　　 　8人

平成29年８月末現在

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
湧
水
町
社
会
福
祉
協
議
会

【
香
典
返
し
】

※
香
典
返
し
寄
付
に
つ
き
ま
し
て
は
、
寄
付
受
付

日
で
掲
載
す
る
た
め
、
お
く
や
み
の
月
と
は
異

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
寄
付
は
、
地
域
福
祉
向
上

の
た
め
、有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日曜・祝日歯科救急診療
時間　午前９時から午後３時まで
場所　姶良地区歯科医師会館
　　　口腔保健センター
　　　　　　　（鹿児島空港近く）
TEL　５８－４３８８
※受診の際は必ず保険証をご持参
　ください。



【主催】湧水町高原フェスタ実行委員会  〒899-6292 鹿児島県姶良郡湧水町木場222番地（湧水町商工観光課内）　TEL：0995-74-3111

彫刻造形展

11.３　▲ 11.4Ｆ
Ｒ
Ｉ

Ｓ
Ａ
Ｔ2017 YUSUI KOUGENFESTA

パラグライダーや木工
クラフトなど

　　　体験型イベン
トも盛りだくさん！

パラグライダーや木工
クラフトなど

パラグライダーや木工
クラフトなど

　　　体験型イベン
トも盛りだくさん！

パラグライダーや木工
クラフトなど

チェンソーアーティス
トが

入場
無料

鹿児島県

湧水町
★

栗野ICから車で約20分
栗野岳レクリエーション村

イベント
同時開

催 10：00 ▲ 16：00
（４日のチェンソーアートは9：00～）
1

場 所 栗野岳レクリエーション村周辺

チェンソーアート九州大会2017

ゆうたんも
やってくるよ！ 霧島アート牧場

・ ポニーと遊ぼうコーナー（ひき馬 １回／５００円）
・ 乗馬トレッキングコーナー（３０分／３，３００円～）要予約

霧島アートの森

今にも動き出しそう
な

リアルな展示物がい
っぱい！

霧島山麓湧水マルシェinアートの森
日時：2017年11月3日（金・祝）、4日（土）の10時から16時
内容：アート・クラフト作品（絵画、陶芸、写真、木工雑

貨、装飾品等）と、こだわりの飲食物の販売。ワー
クショップも開催します。
11月3日は「霧島アートの日」により入園料無料、
特別企画展会場内ではC.I.co.のダンスパフォー
マンスがあります。（＊特別企画展は有料。）


